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石 川 県 にお け る 最 近5力 年 間 の

結 核 の 推 移

金沢大学医学部日置内科教室

石川県衛生部医務課

高 崎 秀 雄

(昭和28年10月13日 受付)

緒.言

わが国の結核死亡率か,昭 和20年 の入 日1万 人に対

する28・2人 を頂点として2,3年 の間に急速に減少した

ことは,保 健所網の整備,集 団検診の徹底,B.C.Gの 普

及,療 養施設の拡充等,予 防的,社 会的保障の諸政策の

影響にもよるところであるが,叉 一面諸化学療法,外 科

的療法の進歩,普 及による影響を看逃すことが で きな

いo

石川県にあつては,昭 和12年 に結核死亡率人 口1万

対34・40を 最高 とし,昭 和16年 にもなお29・84と い

う高率であつた(こ の死亡率は大正11年 以来昭和17

年に至る21年 間全因第1位 であつた)が,昭 和16年

より特別計画を樹て,結 核予防指定県として国庫補助を

得て撲滅に湛進 し,そ の5年 聞に渉る結核予防施策によ

り,昭 和22年 には人日1万 対19・47の 結核死〔二率に減

少,全 国順位も第18位 に迄降下するに至つたのである｡

この間に行つた事業 としては,石 川県保健歌の制定,

養護聚落の実施,出 稼帰郷者の健康指導,教 員衛 生講

習,市 町村民の健康調査,生 活改薄指導,衛 生地区の設

定,街 頭検診の実施,栄 養品の斡展,法 定外在宅貧困結

核患者の救護等枚挙に逗ないが,昭 和26年3月 法律第

g6号 を以つて結核予防法が公布されるに及び,前 記特別

対策事業の続行に加えて,療 養費の公費負担鯛度 も新設

され,こ こにその結核対策は格段の進展を裟して今日に

及んでいるG

す なわち更に将来本県結核予防対策の完壁を期せんと

するには,再 びその後における対策事業の成果を問 うこ

とは決して無意義に非 ざるべ く,加 えてその成績は如何

に結核化学療だ、の進歩,外 科的療法の音及が県内におけ

る粘例 生病態の推移に改変を来 し得たかを知るよき参考

資料たり得るものと信ずる｡

調 査

調 査 方 法

昭和23年1月 より昭和28年3月 までの約5力 年間

に,石 川県各保健所長及び金沢市長より石川県知事に提

出された次の報告書より主として調査 し,必 要に応 じ各

保健所へ照会報告を求めた0

1)人 日動態調査令(昭 和21年 勅令第447号)に 基

く 「人日動態統計月報鼻

2)伝 染病畠出規則(昭 和22年 厚生省令第5号)及

び結核予防法(昭 和26年 法律第96号)に 基 く 「届出

伝染病及び結核患者日報」及び 「届出伝染病及び結核死

者日報」｡

3)結 核予防法に基くr結 核予防接種年報1及 び 「結

核健康診断月報 」｡

4)厚 生省報告例(昭 和26年 厚生省訓令第5号)に

基 く 「結核患者収容施設」及び1結 核集団検診成績」｡

なお,患 者,死 者等の数については,す べて 「伝染病

簡速統計作成要領」(昭 和23年6月 発健第56号 通牒

別紙)に 基いて作成された数を計上 した｡蓋 しf伝 染病

精密統計作成要領」(昭 和23年12月 予発第1639号 通

牒別紙)に 基く全国統計の作成には,厚 生省において約

2力 年を要 しているので,石 川県の状況を全国のそれと

比較するのに甚だ不便を感ずるからである｡

人日については,全 国人 口は昭和25年 は国勢調査人

口を,そ の他の年は総理府統計局の推計人口を用い,石

川県人日は次によつた、

昭和23年8月1日 常住者人 口

昭和24年12月31日 産業統計人 日

昭和25年10月1日 国勢調査人日

昭和26年12月31日 産業統計人 日

昭和27年7月1日 住民登録人日

又,以 下「年」とあるは歴年を以つて,「 年度」とあるは

会計年度を以つて調査したものであるo

調 査 成 績

1結 核罹患状況について

石川県 と全国の結核罹患状況を比較するに第1表 に示

す如 くであつて,罹 患率は,全 国では昭和23年 を最少

に漸次増加 し,昭 和26年 に最大とな り,昭 莉27年 も

第1表 結 核 罹 患 状 況

1噛23鞭 和2坤 召和25鯛 和26年脚 塗
石 罹 患 数17,0267,7176,8187,2661Z688

川

県 罹 患 率74.680・77L276・080・6

全1罹 濾382・8・ ・14・U・9・3528・832}59・ ・662586・65・
　 ま

国 罹 膵147・956・80S・6169・868・3

(註)罹 患率は人 日1万 に対する率を示ず
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第2表 年令別性別結核罹患状況

鋼 年 令 別 ・-45-gl・ ・一 ・41・Srvlgl2・-24i25-293・-34135-3914・-495・-Sgl6・ 以上 計

昭

和

23

年

昭

和

24

年

昭

和

25

男

女

罹 患 数
罹 患 率

85

ユ4.7

罹 患 数87

罹 患 率15.5

150

27.3

139
29.0

125172

23.635.8

455

96.8

414

86.3

ミ

23111㌧罷
ト

780
181.4

計 羅 馨1・lll2§71 3塁}1}9購1

男 罹 患 数罹 患 率
122217172386848

21.039、535.882.1217｡4

613
170｡3

1,247

204.4

女
罹 患 数
罹 患 率

732

305.0

2講3蓼91認
/}

ミ

416・754666　
86.7E175.3185.0

[一__

465324
172.2124｡6

　

397119184　
79.4i47.822.1「

381

119.1

846

143.4

螂

164.1

244{223i123

81・3142・9129・3

茜驚海,919
昭

◎
ゾ
0

0
e

・
8

123

14｡5

361

133.7

526

105｡2

3β25

84.5

390

121.9

3,201

65.6

7,026

74.6

289

96.3

312

60.O

計 7
8
お
α2

数
率

患
患

罹
罹 3書1　3§鑛 瑠 差る§?塁1・轟 月 塁1舞

O
O
7
`

-
よ

｡

3

07

ハ0

1

4

・

-

繧■3

2

4

2

・

n∠

AU4
倒-
｡

噸五

ρ01

数
率

患
患

罹
羅

男

轟18τ8i・轟3§聯
女

桐 計

}26α1354
,202

65.σ35.591.0

5gl149,3,515

35.5i12｡ol71.0・1

5誰21?17gl13

調3響 縄
Q
e
AU

4

0

　

　

ユ

の

妬

2

16

数
率
数

率

一

患
患

患
患

罹
罹

罹
罹

一…一
i

210i

38.91 」

く

167i

36.3
∫

1}　

雌 ・51鷺罵 ・・饗 ・949
ミ

432…307692

39・6132・6176・ ・

1,354

167.2

{
220109}8313,090

、41・529・5i16・61
62.3

2

昭

和

26

年

男

女

計

1,273

187.2

罹 患
罹 患 驚i3茎ぞ1

タ

4ぎξ1海

Ind

314577664
70.0147.91214.2

罹 患 数
罹 患 率 31ぞ1騰41鷺1・51耀

737628

122.8104｡7

　

・1?91・1?6騰6ラ 腿

昭

和

27

年

・轟113繍 月 葦§!3色器

罹 患 数
罹 患 率

男 覆 憲 整

幽450
33.4、41｡2

　 り

34467311,211i1,2071

36.674.0149.5177.5

ξ

328

99.4

755
125.81

・?lgl5g?糊

轟;eli・17.91
3331572586390i330…499

74・ ・i・46・7・89・ ・i144:4:・ ・7・91・1・8

ユ283,319

25.666.8

32d7,266

37・7」76・0

ニ212
1423298

3・:2176・9…63・4

396329399637i5273841280

Z3e71璽86・71151・7j142・4i116・4i84・8

265
75.7

121}

2

7

7
「

・

ρ

Q｡
｡｡

4磁

3

1

翼

3
2
ら

の

1
23

数

率

患

患
罹
罹女

罹計

}罹

患 数
患 率

365{819627!732i・,2・gl・,・1317746・6

75・166・ 「80・4{149・31163・ 「129・0101・7…27.2

317733,616

59.832.7i14.673.0

8163862377,688
SO・Ol53・627・2i80・6

(註)罹 患率は人 口1万 に対する率を示す

ほぼ前年と同率になつている｡然 るに石川県にあつては,

罹患率の年次的な増滋は見受けられないが,常 に全国の

それを遙かに上廻つており,両 者の差は最も紗いときで

昭和26年 の6・2,多 い ときは昭和23年 の26.7と い

う隔 りを示している◎

更に石川県の結核罹患状況を年令別,性 別に分類 した

ものが第2表 である｡す なわち,総 数においては男女共

罹患率の年次的な増減は見受けられず,常 に男子の罹患

率が女子のそれよりも高いが,年 令的には15才 より34

才までの青壮年層の罹患率が漸次減少し,特 に20才 よ

り29才 までの青年層のそれが著明に減少して い る反

面,14才 以下の幼少年層及び40才 以上の更老年層の罹

患率が漸次増加し,特 に9F以 下 の乳幼児のそれは著 し

く増加 している｡し かし,依 然として20才 乃至39才

玄での青壮年層の罹患率は他の年令層より高 く,昭 和27

年にあつても全罹患数の半数はこの年令層 で 占 め てい

るo

叉,性 別では青壮年層における罹患率の減少及び更老

年層における罹患率の増加は,い ずれも男子の方が女子

よりも著明である｡而 して,特 に15才 か ら24才 に至・

る間にあつて,昭 和23,24年 には男子の罹患率が女子の

それよりも高かつたのが,昭 和26,27年 には反つて女子

の罹患率が男子のそれよりも高 くなつている｡

皿 結核死亡状況について

石川県における主要死因別死亡者数と総死亡者に対す

る率を第3表 に掲げる｡す なわち,全 結核による死亡率

は昭和23年 には12.7%で あつたのが年を追 うて減少

し・昭和27年 には8・5%と な り,aつ,昭 和26年 ま

では第1位 を占めていた結核死亡率が,昭 和27年 には

中枢神経系の血管損傷｡老 衰｡悪 性新生物による死亡率

一 一一23-一 一
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第3表 年別主要死因別死亡者数
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(詮)%は 総 死亡者に対する率を示す

第4表 結核死亡状況

{君
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(註)死 亡率は人 日1万 に対ナる率を示す

よりも少なく第4位 になつている｡

石川県と全国の結核死亡状況を比較するに第4表 に示

す如 くであつて,死 亡率は,全 国,石 川県共昭和23年

より漸次減少 し,昭 和27年 の死亡率は昭和23年 の約

垂に減少している｡し か も石川県の死亡率は全国のそれ

とほぼ同率でてる¢

更に石川県の結核死亡状況を年令別 ・性別に分類した

ものが第5表 である｡す なわち総数においては男女共死

亡率は年次的に漸次減少 しているが,男 子の死亡率は常

に女子のそれよりも高 くなつている｡

年令的には,60才 以上の老年層の死亡率が漸増してい

る他は,い ずれの年令層においても死亡率は減少してき

てお り,特 に15才 よ り39才 までの音壮年層の死亡率

の減少は著明である｡

又,性 別では老年層における死亡率の増加及び他の年

令層における死亡率の減少は,い ずれも男子の方が女子

よりも著明にして,特 に青壮年層における死亡率の減少

が男子に著 しいため,昭 和23年 には10才 か ら19才

に至る間においてのみ女子の死亡率が男子のそれよりも

高かつたのか,昭 和27年 には,5才 か ら29才 までも

の大幅の年令層において女子の死亡率が男子のそれより

も高 くなつている｡

型 結核患者の転帰について

石川県の結核療養所及び結核病床20床.以 上を有する

病院における入院結核患者の退院当時の転帰を示したも

のが第6表 である｡す なわち,全 治(略 治を含む)し て

退院する患者については,年 次的な増減は見受けられな

いが,軽 快退院する患者は年次的に増加し,昭 和27年

には昭和23年 の約25%も 多 くなつている｡反 対に,

不変｡増 悪 ・死亡の転帰により退院する患者は次第に減

少している｡特 に昭和 貯 年の死亡による退院は,昭 和

23年 のそれの半数以下になつている｡

W「 ツベルクリン」反応成績について

石川県各保健所及び金沢市保健所が実施した結核集団

検診における 「ツベルクリン」反応検査の成績を第7表

に掲げる｡す なわち 「ツベルクリン」反応陽性率は,結

核集団検診が一般市町村民にまで普及し実施 され始めた

昭和24,25年 度 よりも,昭 和26年 度,昭 和27年 度 と

次第に高 くな り,最 近4力 年聞に 「ッペルクリン」反応

陽性率は約15%の 上昇をしている｡

更 に年令的に年次傾向を見るに,19才 以下の若令者の

「ツペルクリン」反応陽性率は次第に上昇 してお り,特 に

0才 より9才 までの乳児,幼 児のそれは著明に上昇して

いる｡反 対に50才 以上の高令者の 「ッベルクリン1反

応陽性率は次第に下降 している｡そ の結果,29才 まで

の問における 「ツベルクリン」反応陽性率の上昇度は,

昭和24年 度 に比 し昭和 留 年度は非常に緩饅になつて

いるo

一一一24一
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第5表 年令別性別結核死亡状況

年 次1年 令 別 ・-4}5-gl・ ・一 ・41・5-・9-25-2913・-34!35i"'"39i4・-4915・-59{6｡以 上1評 一

昭

和

23

年

昭

和

24

年

昭

和

25

年

昭

和

26

年

昭

和

27

年

O

G
σ

4

・
6

数
率
亡
亡
死
死男 4?21・311緊4月 翻 鷺噛{2118

女
死 亡 数
死 亡 率

9

6

1

9
3

7
鐸
ρ◎

つ
0

・
6

計 琵 妄 繁

27・ ・2;16Sl・37194:511

5・6…23・3139・ ・{38・ ・i

,99、月 認4§ 番13;?§2捜11

29:41・7・ ・i・2・51

　9
7491934

24.312、gl20.6

65磯
711海

{76
i43

6.74.0

死 亡 数男
死 亡 率

女 屍 亡 硬{死亡 率

47

8.1

0sl
8・6
1

151i・・1816・

墨 ・7[

2・Ol12.8 1・「

2瓢ぞ綱

多ユ80140

17.6:17.3
く

me6}8792116ig4

52・ 『32・2i34・123・2123・5

計

男

女

計

143118

33.332.8

死 亡 数
死 亡 率

数
率
亡
亡
死
死

i9526

く

8｡32.4 …

32115:

4・7i2・71

死 亡 数
死 亡 率

つ
σ
バリ

5

・
8

鈎
36

噌1

2

3

・
3

1471294

15・5i35・4

1

244178

40.0130.2し
_一

8{3511覇ggi

1.7i7.8 29・5i3・ ・9}

1d65{

3・5L璽
1171
27.9

ユ14i81ミ
30・8124・5

死 亡 数85{4gl

死'亡 率6.34.5 2ぞ悉海2&61謬 §海1211巷1　

死 亡 数

馴 死 亡 率
3

3

4

・
6

噌正

AU

-

・
2

女

計

男

ρ◎

AU

壌
五

,
3

3

5

4

・
6

数
率
亡
亡

死
死

死 亡 数
死 亡 率

死 亡 数
死 亡 率

6

4

0
0

ぴ
6

7

0

2

｡
4

7
昭
5

2

｡
2

9

61

7i3456

1・5i7・614・4

944

2.09｡6

91

21.7

74166
23.924｡4

li,iil"581

21・411.7・6i

1月iζ 懸

18τ碁1§647

28劉22舗14鷲 ・9Sg
l/l

ユ0111541602011,631　
28｡119.7119.0{11.717.1

29τ繍21ぞiii2月7男1119

魏 擁
8965i61552461

16遅 いS,g:・7・7・6・5・2・ ・

女

計

　 ミ

・519i・・1§げ 亨
335ユ9

6・6110・4

死 亡 数
死 亡 率

死 亡 数
死 亡 率

ρ◎

ワ
σ

-

0
1

F◎
11

8τgi・融!21響

311鵬1、5額
1612}9{321

2｡42.22.07.α
{ 轟7鷺

3

2

4

・
3

9

4

4
▲

.
5

4

5

1

●
1

1

9

2

・
1

106

13.1

114

16.8

54

16.4

101

16.8

9&
16・31

37

13｡2

ニ147

i101

14.4{14.0

-.一一._1
}

57[67

11.619.1

941,071

10｡811.2

4759

14｡211.1

goi454

24.31g、9L
.一

33/371e・
S・97・4;8・5

84

14｡0 ・ll夏i・1讐海 §19

(註)死 亡率は人日1万 に対する率を示す

第6表 入院結核患者の転帰

転論殴
全治又は略治

軽 快

不 変

増 悪

死 亡

昭和23年

実剃%

昭智24年

実剃%

昭和25年

実数i%

45il2・ ・5

655

536

31

426

31.2

25.5

1.5

20｡3

515

593

326

23

414

27.5

31.7

17｡4

1.3

22.1

645

717

372

22

349

30｡6

34.1

17｡7

1.0

16.6

昭和26年

蜘%
642

1,209

484

27

260

24.5

46｡1

18｡4

1.0

10｡0

昭和27年

実劃%

計12・ ・99■ ・例 一i2…5■2・622卜

507

1,506

471

24

254

18｡4

545

17.1

0.8

9.2

2,762-・

(註)%は 総退院患者に対する率を示す

検診において,発 見された結

核患者数及び結核患者率は第

8表 に示す如くである｡す な

わち結核患者率には年次的の

増1威は特に認められないが,

結核集団検診が一般市町村民

にまで普及し実施され始めた

昭和24年 度に較べると,昭

和27年 度 にあつては検診人

員1,000名 に付,約4・5増

加 している○

更に年令的に年次傾向を見

V結 核集団検診における結核患者 るに,0才 より4才 までの乳幼児における結核患者率は

発見状況について 著 しく減少し,昭 和27年 度の結核患者率は昭和24年

石川県各保鋤 及び金沢市保漸 が実施した徽 集団 度のそれのXtseに なつている.又,5才 よ りpa才 まで

ノ
ー一 一25-一 一
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の結核患者率は僅かながら増加 しているが,25才 以上

のそれは反対に稻々減少している｡特 に55才 以 上の高

令者の結核患者率は著明に減少し,昭 和27年 度 の結核
む

患者率は昭和24年 度のそれの約 垂から約 季になつて

いる｡そ の結果結核患老率は,昭 和24年 度には年令の

進む と共に多 くなつていたが,昭 和27年 度 には25才

よ り44才 に至る年令層に最 も多 くなつている｡

考 按

さて石川県における最近5力 年間の結核の推移につい

ては概略以上の如 くであり,結 核罹患率には特に増減が

ないにも拘らず,結 核死亡率は最近5力 年間の問におい

てすら約 善に減少 し,石 川県が結核予防特別計画に基 く

事業を開始 した昭和16年 の人口1万 対29.84の 結核死

亡率に比すると,昭 和27年 の結核死亡率は意以上 も減

少し,特 に青壮年層の結核死亡率が激減 したことは,石
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川県の結核予防施策及び結核予防法に基 く結核予防事業

が,主 として青壮年層に重点を置いて実施されたことを

裏付けるものであるQ

更 に結核死亡率の減少に加えて,石 川県の結核療養所

及び病院における入院結核患者の転帰に,死 亡の激減を

始め病状不変 ・増悪の減少｡治 癒特に軽快の増加が見 ら

れることは,昭 和24年10月 に医師に対 しStreptomyein

の配給制度が実施されたのを始めとし,漸 次PAS,TB1,

INAH等 の化学療法や,胸廓成形術,肺 葉切除術等の外

科的療法が進歩,普 及した結果と考えられる｡特 に結核

予防法第34条,第35条 の規定による結該療 養費の公

費負担制度は,社 会保障の上からこれ等結核に対する特

殊療法の普及を一層容易ならしめ,結 核治癒率の増加,

結核死亡率の減少に一段 と拍車をかけたもの とい え よ

う｡

又,石 川県における最近5力 年問の結核罹患率には上

述の如 く特に増減がないにも拘らず,結 核集団検診にお

ける「ッベルクリン」反応陽性率の上昇及び発見される結

核患者率がやや増加 していることは,結 核予防法の施行

に伴い,結 核に関する健康診断及び予防接種が漸次普及

徹底されて来た結果と思われる｡特 に,乳 児｡幼 児にあ

つては,「 ツベルクリン」反応陽性率が著明に上昇 してい

るにも拘 らず,発 見される結核患者率が反対に著 しく減

少 していること,及 び学令期より青年層までの間にあつ

ても,rツ ーミルクリン」反応陽性率の上昇に比 して発見さ

れる結核患者率の上昇が極めて微 々であることは,結 核

予防剤であるB・C・G・ の接種による効果 と解される｡

而 して,「 ツベルクリン」反応自然陽転者は,結 核発病

の虞れある者として一定期聞特に経過観察と爾後指導を

必要 とすることはい うまでもないが,B・C・G・ 接種の普

及した今日,両 者の鑑別に関する攻究を怠つ て い るた

め,B・C・G・ 陽転者をも自然陽転者 と同様,結 核発病の

虞れある者として取扱われることがたびたび見受けられ

るが,こ れについてはいささか行過ぎとも思 わ れ るの

で,結 核集団検診において自然陽転とB｡C.G.陽 転 との

鑑別に将来努力することが,結 核予防事業を推進する上

においての急務の一つ と考えられる｡

結 論

昭和23年1月 より昭和28年3月 までの約5力 年間

に,石 川県各保健所長及び金沢市長 より石川県知事に提

出された結核に関する各種報告尋等より,石 川県におけ

る最近の結核の推移を調査 したところ,次 の結 論 を得

た｡

1)結 核罹患率については,男 女共年次的な増減は認
の

められないが,常 に男子の擢憲率は女子のそれよりも高

く,結 核罹患率は音壮年層にあつては減少 しているが,

幼少年層及び更老年層にあつては反つて増加している｡

而 してこの減少及び増加は女子 よりも男子に著 明 で あ

る0

2)結 核死亡率は男女共年次的に漸次減少し,昭 和27

年 には昭和23年 の約 登になり,且 つ,昭 和26年 まで

は国際疾病傷害及び死因統計分類表による主要死因中第

1位 を占めていたが,昭 和27年 には第4位 に下降 して

いる｡而 して結核死亡率は老年層において漸増 している

の他は,い ずれの年令層においても減少し,特 に青壮年

層における減少は著明であり,こ の減少及び増加はいず

れも女子 より男子に著明ではあるが,未 だ結核死亡率は

女子よりも男子に高い｡

3)結 核療養所及び病院における入院結核患者の転帰

は,全 治 ・略治 ・軽快による退院が年次的に増加 し,病

状不変 ・増悪 ・死亡による退院は反対に年次的に減少し

ている｡特 に死亡退院は半数以下に激減 している｡

4)「 ツベルクリン」反応陽性率は,最 近4力 年間に約

15%上 昇 し,特 に若令者にあつてはB.C.G.接 種の影

響 もあり漸次上昇 している｡な かんず く乳児 ・幼 児 の

「ツベルクリン」反応陽性率は著しく上昇 している｡反 対

に高令者のそれは漸次下降 している◎

5)結 核集団検診において発見される結核患者率は,

5才 より24才 までの年令層において霞かながら増加 し

ているの他は,す べて減少している｡特 に乳幼児 ・高令

者のそれは著 しく減少しているが,全 検診入員について

発見される結核患者率は,昭 和24年 度 よりも昭和27

年度においてやや増加している｡

摺筆するに当 り,終 始御懇篤なる御指導と御校閲を賜

つた恩師日置教授に深甚の謝意を捧げるとともに,種 々

御指導を賜つた杉野石川県衛生部長に謝意を表す｡
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